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「友達のためにできること！」全校朝会より 

ある山奥に、一人の赤鬼が住んでいました。赤鬼は、
一人で住んでいるのがとても寂しく、人間達と仲良くしたい
なあ！と考えるようになりました。そこで、 

と書いた立て札を作り、家の前に立てました。 
 けれども、人間は怖がって、誰一人遊びにきませんでし
た。赤鬼は悲しみの余り、せっかく作った立て札を引き抜
いて「バキッ、バキッ」と粉々に壊してしましました。ちょうどそ
の時、友達の青鬼が訪ねてきました。青鬼はわけを聞い
て、赤鬼のために何か出来ないかなあ？と考え、次のよう
な計画を立てました。  （中略） 
 計画は大成功。村の人達は、青鬼を懲らしめた赤鬼
を信じて、安心して赤鬼の所へ遊びにくるようになり、沢山
の人間の友達ができ、赤鬼はとても喜びました。 
しかし、何日か経ち、顔を見なくなった青鬼のことが心

配になりました。赤鬼が青鬼の家を訪ねてみるとどうでしょ
う。青鬼の家は戸が固くしまっていました。ふと気がつくと、
戸に張り紙がしてありました。 

 赤鬼は、黙ってそれを読みました。何度も何度も読みま
した。そして「おいおい」と泣き続けました。 （お終い） 
＊赤鬼は、まだ、旅を続けているのでしょうか？ 
＊そして、青鬼は、これからどうするのでしょう？ 
＊あなたの周りに、困っている人や悲しんでいる人はいま
せんか？ 
＊あなたは、友達のためにどんな事がしてあげられます
か？ 

 12 月 11 日(金)は、
「人権集会」。みんなで、
自分のこと、友達のことを
考える特別な一日にしま
しょう。でも、もっと大切なこ
とがあります。それは、今を
優しく生きることです！ 

 

 学校評議員会開催さる！ 
 

11 月某日、第 2回目の学校評議員会を開催し
ました。学校評議員会とは、校長が主催し、本
校教育全般にわたり意見を賜り、より良い学校経
営を可能にするための組織で、5名の方で構成さ
れているものです。 
その中で、「学校、家庭、地域、それぞれに

役割があるはず。人任せにせず、自分達に出来
ることを実行に移していければ」「子供は、問い

詰められたりすると、自分の身を守るために嘘を
つくこともある。その事を踏まえて親は対応すべ
き」等、様々な角度からお話しを戴きましたが、
私個人として一番重かった話題が、次のこと。 
「響かなくなった、挨拶の声！ 」 

 以前は、登下校中の挨拶、学校に出入りする
ときの挨拶が、うるさいと思えるほど響き渡ってい
たが、最近は･･･、とのご指摘。大変残念ですが、
正にその通りで、本校の抱える最大の課題です。 
〔本校の４ つの宝〕 

   ○大きな歌声 
  ○元気な挨拶 

  ○素直な心      
  ○つなぐ心    

 の一つに掲げられているのに･･･。 
 では、どうしたらよいのか？ 論議をするだけで
は、子供は育たず。先ずは大人が変わり実践を。
そんなことを考えさせられた時間でした。 
 

集会委員会主催「ミニコンサート」 
11月 26～２７日の昼休みに、標記コンサ

ートが開催されました。希望参加でしたが、沢

山の子供達がエントリーしてくれました。何よ

り嬉しいのは、参加したいというその気持ち♡

会場の体育館は、温かな空気に包まれました！  
  

  
 
 
 
   

  

 
 
 

＊心の優しい鬼の家です。どなたでもお出でください。 

＊美味しいお菓子がございます。 

＊お茶も沸かしてございます。 

 「赤鬼君、人間の友達が沢山できてよかった
ね。これからも人間達と仲良く暮らして下さい。僕
が君と付き合っていると、君まで悪い鬼だと思わ
れるかもしれません。だから僕はこれから旅に出ま
す。いつまでも君のことは忘れません。さようなら。」 
 

 

 



 


